
製　造　業

建　設　業

道路貨物運送業

道路旅客運送業

商　　　 業

 卸売・小売業

 新聞販売業

金融広告業

警　備　業

上記以外の事業

合　　　計

①事故発生時の被災者の状態別内訳

人

人

人

人

人

人

2 2 100%通　信　業

全産業全災害合計

40

H19H18H17

交通労災の割合 (%) 8.5%
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2
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1
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奈良労働局

H27

1
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5

4

35
104

H27年

7

1
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7

105

1,260
8.3%

30
117

1,293
9.0%

23

Ｈ24年

5

7

14

36

5

19

39

4

31

12

7.3%
1,288
8.1%

25

3

奈良県における交通労働災害発生状況

31

10

2

4

6

14

7

21

9%

13

4 100%

88%

83%

0

6

0

1,528

２．交通労働災害死亡者数及び全死亡者数に占める割合の推移

99

1,350

0

全死亡者数

49

2

105

【注】労働者死傷病報告に基づく。
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1,417
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1,459
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Ｈ21年

4

5

15

46

5

1,411

３．業種別・年別交通労働災害死亡者数
交通労災計

 他車の運転操作ミスによる事故

割合 (%)

24 8%

 他車に衝突する

11

4

1 0%

総　計

12%

24 54%

79%

４．交通労働災害（死亡事故）の詳細・特徴等　（上記３の42人の内訳）

―

Ｈ18年

8

１．業種別・年別交通労働災害発生状況

Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ23年

7

3

13

45

建　設　業 1 1 3

5製　造　業 3 4

Ｈ17年

運輸交通・貨物取扱業 10 19 22

26 25 34
卸売・小売業（下欄を除く）

商　　　 業

32

4 2 2

2322

61

新聞販売業

全産業交通労災合計

金融広告業

上記以外の事業

109

31

5

81

53

39

190

336
1,224

453

58

386

92

16,410

 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ等の構造物に衝突する

（いわゆる「もらい事故」）

7.5%

27.1%

自動車運転者の内、運転中に死亡した労働者（24人）の発生状況

1,335

不　　明

（

内
訳
）

5.3% 6.5%

35

155

5

7.9%
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10

29

Ｈ22年

4

3

7

48

4

1

H26年

3

9
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6

3

20
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9

2 1

　（航空機事故及び軌道関連事故を除く)

2 5 2 1 1

2 3 2 1 1

2 1

3 1 1

1 1 1

2

3

2 1

 自分の運転操作ミスによる事故

 転落、横転等する

1

3 9 7 7 2 1 1

1

21

12

2

 他車に追突する

39

5

5

2

2

人

13

43

6

35

5

33

5
保健衛生業 5 2 2 3 5 4 3 6 10 9

H26

105

1,356
7.7%

1

2

1

1

1

H28年

34

4

30
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4

8

28
95

1,292
7.4%
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1

1

1

3

1
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（運転中）, 24

名, 60.0%

バイク運転中,

8名, 20.0%

警備員, 4名, 

11.1%

その他, 6名, 

8.9%
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4 3

9

7 7

1
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25.0% 23.1%
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全死亡者
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５． 業種別事故発生時刻  
※ 以下の統計は、平成22～28年中に発生した交通労働災害について労働者死傷病報告に基づき作成している。

６．参考　『全国の交通労働災害死亡者数の推移』

《注》交通労働災害死亡者数には、鉄道事故、航空機事故等道路上以外の交通事故によるものは含んでいない。

③被災労働者の年齢別状況

20歳未満

2%

20歳代

5% 30歳代

10%

40歳代

26%

50歳代

31%

60歳以上

26%

③－1  全死亡者（４２人）

20歳代

4%
30歳代

8%

40歳代

33%

50歳代

38%

60歳以上

17%

③－２ 自動車運転中の死亡労働者(２４人)

2,363 

2,078 

1,844 

1,992 

1,889 1,790 

1,658 1,628 
1,620 

1,514 
1,472 

1,357 
1,268 

1,075 
1,195 

1,024 
1,093 

1,030 
1,057 

972 928 

638 570 521 
608 590 552 492 482 444 466 385 337 287 238 278 239 251 233 232 189 218 

27.0%

27.4%

28.3%

30.5%
31.2%30.8%

29.7%

29.6%
27.4%

30.8%

26.2%

24.8%

22.6%22.1%
23.3%23.3%

23.0%

22.6%21.9%

19.4%

23.5%
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35%
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2,000

2,500

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

全死亡者数

交通労災による死亡者数

交通労災割合

23時

21時

19時

17時

15時

13時

11時

9時

7時

5時

3時

1時

運輸交通・貨物取扱業

23時

21時

19時

17時

15時

13時

11時

9時

7時

5時

3時

1時

新聞販売業

23時

21時

19時

17時

15時

13時

11時

9時

7時

5時

3時

1時

左の業種以外の業種


